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 官民連携プラットフォームの枠組を活用し、関係省庁連携の下、スマートシティリファレンスアーキテクチャを参照しつつ、 AI、IoT などの新技術や官民データ等
をまちづくりに取り入れ、都市・地域課題の解決を図る「スマートシティ」を強力に推進する。

• スマートシティの分野で、我が国が世界の先導役となることを目指し、全国
の牽引役となる先駆的な取組を行う先行モデルプロジェクトを募集し、ス
マートシティの取組を支援。

• スマートシティモデルプロジェクトをより深化させるため、先駆的な取組を行
うモデルプロジェクトの貫徹に向けた継続的な支援に加え、「3D都市モデ
ル」を活用した新たなモデルプロジェクトを創出することにより、「まちづくりの
デジタルトランスフォーメーション」を強力に推進。

• 民間事業者等及び地方公共団体を構成員に含む協議会（コン
ソーシアム）等の団体により実施される、全国の牽引役となる「先
行モデルプロジェクト」を対象に、実証実験を支援。

＜期待される効果＞ ＜まちづくりへの実装に向けたロードマップ＞
先駆的な取組を行うモデルプロジェクトの貫徹を通じたスマートシティの社会実装の
加速化、「まちづくりのデジタルトランスフォーメーション」の推進

◇スマートシティ先行モデルプロジェクト
・データや新技術の活用による都市課題解決に向けた先駆的実
証実験を行い、スマートシティ実装に向けたノウハウ・課題を蓄積

・スマートシティのデジタル基盤となる３D都市モデルのモデル事例
の構築【R2】

官民体制の構築、実行計画の策定
【R1】

３D都市モデルを活用し
た実証実験の実施

【R3】

各種公共事
業等を活用
した支援

Step 0
官民体制
の構築

Step 1
ビジョン（実行計画）

の策定

Step 2
社会実験

Step 3
まちづくり
への実装

技術の実装に向けた実証実験の実施【R2～】

センシング技術・３D都市モデルの高度活用により、「新たな日常」の実現等に向けた都
市の課題解決にも対応できる先駆的な全国展開モデルを創出し、社会実装

都市空間（センシング）とサイバー空間（3D都市モデル）の両方を

高度に活用した実証実験を実施

都市空間 サイバー空間

水位混雑状況

＜支援イメージ＞

3D都市モデル

１プロジェクトあたり2000万円を上限
＜上限額等＞
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地方公共団体の活用事例
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